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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 133,774 △4.8 10,816 △4.5 10,175 △0.2 7,593 △8.9

24年3月期 140,566 39.2 11,325 426.0 10,195 665.7 8,337 ―

（注）包括利益 25年3月期 12,869百万円 （54.9％） 24年3月期 8,310百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 46.24 ― 7.7 6.1 8.1
24年3月期 50.77 ― 9.4 6.3 8.1

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  42百万円 24年3月期  △1百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 165,350 107,097 62.7 631.63
24年3月期 166,949 95,318 55.5 563.96

（参考） 自己資本   25年3月期  103,712百万円 24年3月期  92,604百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 5,336 △7,181 △7,876 27,789
24年3月期 5,084 △1,712 △5,365 36,519

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00 1,314 15.8 1.5
25年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 1,643 21.6 1.7

26年3月期(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00 18.2

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 65,000 △0.4 4,200 △15.4 3,700 △18.7 2,600 △22.7 15.83
通期 140,000 4.7 13,000 20.2 12,000 17.9 9,000 18.5 54.81

1980389
画像



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）当連結会計年度より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しておりま
す。詳細は、添付資料15ページ ３．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 有

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 168,775,770 株 24年3月期 168,775,770 株

② 期末自己株式数 25年3月期 4,577,684 株 24年3月期 4,570,608 株

③ 期中平均株式数 25年3月期 164,202,284 株 24年3月期 164,210,353 株

（参考）個別業績の概要 

平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 110,694 △4.5 7,147 0.9 7,446 19.6 6,679 3.3
24年3月期 115,929 40.5 7,082 ― 6,224 ― 6,467 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 40.65 ―

24年3月期 39.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 136,545 88,082 64.5 536.01
24年3月期 143,629 81,351 56.6 495.02

（参考） 自己資本 25年3月期  88,082百万円 24年3月期  81,351百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
・当社は、平成25年５月７日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明資料については、開催後当社ホーム
ページに掲載する予定です。 
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① 当期の経営成績 

当期の世界経済は、長期化する欧州の低迷、新興国の成長鈍化など減速基調となりましたが、年度末

にかけて持ち直しの動きが見られました。 

わが国の経済においては、年度前半は東日本大震災の復興需要などを背景に緩やかな景気回復が続き

ました。年度後半は世界経済の低迷の影響を受け、弱含みとなったものの、足下では円高の修正、株高

等により景気改善の動きが見られます。 

工作機械業界につきましては、国内と米国市場が堅調に推移しましたが、年度後半に入り、両市場

共、設備投資に慎重さが見られました。欧州市場においては企業の設備投資意欲は依然として弱く、中

国市場では景気減速が進む中、日中の政治問題の影響が加わり、需要の回復が遅れております。 

このような状況の下、当企業グループは海外市場ビジネスを70％以上とする「グローバル70」を経営

指針に掲げ、グローバル販売戦略、プレミアム・プロダクト戦略、グローバル・コスト戦略を推進し、

受注・売上、収益の拡大に努めてまいりました。 

グローバル販売戦略におきましては、オークマブランドの市場への浸透、販売・サービス網の更なる

強化・充実を進めてまいりました。 

平成24年６月に中国で開催された「第11回北京国際工作機械・工具展（CIMES 2012）」、９月に米国

で開催された国際見本市「IMTS 2012」、11月に東京で開催された「第26回日本国際工作機械見本市

（JIMTOF 2012）」などにおいて、強みとする高付加価値マシン、独自の知能化技術を出展、アピール

し、オークマブランドの市場への浸透を図ってまいりました。 

そして、販売・サービスの更なる強化・充実を図るべく、新興国を中心として販売・サービス拠点の

機能強化を進めてまいりました。平成25年３月には、欧州における販売強化の一環として、フランス

パリ近郊に欧州で４箇所目となるテクニカルセンターを開設いたしました。 

プレミアム・プロダクト戦略では、高機能・高品質・高付加価値を基軸とした新商品、新技術の開発

を進めてまいりました。 

新商品の開発においては、工程集約や複雑な部品加工に威力を発揮する５軸制御立形マシニングセン

タ MU-6300V、強力な旋削主軸とマシニングセンタ並の工具主軸を併せ持つ複合加工機 MULTUS B550な

ど、当社が強みとする高付加価値の新機種を開発してまいりました。MU-6300V は優れた機械構成と知

能化技術により、高品位な５軸加工を高い生産性で実現する機械として、「2012年十大新製品賞」（日

刊工業新聞社主催）を受賞いたしました。また新たな機械デザイン「プレミアムデザイン」を採用した

MULTUS B300Ⅱは人間工学を取り入れた高い操作性とデザイン性が評価され、「第42回機械工業デザイ

ン賞 最優秀賞（経済産業大臣賞）」（日刊工業新聞社主催）を受賞しております。 

グローバル・コスト戦略に関しては、国内生産の強化、海外調達・海外生産の拡大を進めてまいりま

した。 

国内生産の強化につきましては、生産効率向上と海外調達の拡大によりコストダウンを進めてまいり

ました。 

  

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析
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生産効率向上の取り組みとして、本社工場、可児工場の国内２工場での集中生産体制の下、製造効率

の向上を継続して進め、収益力の強化を図ってまいりました。また平成24年９月には、本社工場第一工

場の建て替え、及び第二工場の全面改修による新工場建設に着手いたしました。 

このように、「グローバル70」の戦略を確実に実行してまいりました結果、当期の連結受注高は

1,238億10百万円（前期比9.7％減）、連結売上高は1,337億74百万円（前期比4.8％減）、連結営業利益

は108億16百万円（前期比4.5％減）、連結経常利益は101億75百万円（前期比0.2％減）、連結当期純利

益は75億93百万円（前期比8.9％減）となりました。 

  

② 次期の見通し 

今後の世界経済の見通しでありますが、米国経済は底堅さを維持し、中国経済は緩やかな拡大に向か

うものと見込まれ、回復軌道に戻るものと予測されます。 

わが国経済の見通しにつきましては、円高の修正による輸出環境の改善や海外経済の持ち直し、また

東日本大震災の復旧・復興需要の本格化等により、次第に回復に向かうものと見込まれます。 

工作機械の市況は、足元では弱さが残るものの、世界経済の持ち直しに伴い回復が進むものと見込ま

れます。 

このような状況に対し、当企業グループは、「グローバル70」の指針の下、プレミアム・プロダクト

戦略とグローバル・コスト戦略の両輪で製品競争力を更に強化し、グローバル販売戦略により、活況市

場・好調産業からの受注を拡大し、また新市場・新顧客の開拓を進めてまいります。 

プレミアム・プロダクト戦略におきましては、高機能、高付加価値、高品質を基軸とした新商品開発

を進め、そして機電融合のオンリーワン技術である「知能化技術」など新技術開発を強化してまいりま

す。 

新商品開発につきましては、当企業グループが強みとする門形マシニングセンタ、５軸加工機、複合

加工機を中心とするハイテク機のラインナップを強化・拡充し、資源・エネルギー関連産業、航空機産

業など成長産業、好調産業からのニーズに対し、最適な製品を市場投入してまいります。 

新技術開発につきましては、熱変位精度安定性を実現する「サーモフレンドリーコンセプト」、干

渉・衝突を防止する「アンチクラッシュシステム」、加工時の振動を自動的に抑制し最適加工を実現す

る「加工ナビ」、幾何誤差の自動補正制御による高精度５軸加工を実現する「ファイブチューニング」

など、機電融合の知能化技術を更に強化、高度化し、グローバル市場へ展開してまいります。 

グローバル・コスト戦略におきましては、国内生産の強化、海外調達・海外生産の拡大を図り、価格

競争力の強化を進めてまいります。 

国内生産の強化につきましては、本社新工場の稼動と全工場への新生産システムの導入により、多品

種少量生産における生産の効率化とリードタイムの短縮を一段と強化してまいります。 

海外調達拡大の取り組みとしましては、台湾と北京の生産拠点を活用して調達先の拡大を図り、品質

を確保しながら海外調達によるコストダウン効果を引き上げてまいります。 
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海外生産の拡大につきましては、台湾の生産拠点（大同大隈股份有限公司）では、新生産管理システ

ムによるリードタイム短縮などにより生産能力を拡大し、プレミアム・エコシリーズ「GENOS」に対す

るグローバル市場からの旺盛な需要に対応してまいります。また、本年度中に大同大隈股份有限公司の

新工場を建設・稼働させ、生産能力を強化して参ります。北京の生産拠点（北一大隈（北京）机床有限

公司）では、現地で高まる省人化・無人化のニーズ拡大に対し、横形マシニングセンタを中心に生産能

力を増強してまいります。 

グローバル販売戦略におきましては、充実したラインナップのハイテク機で国内、海外の好調産業か

らの需要に応えてまいります。また新興国市場においては、販売・サービス網の増強等によりオークマ

ブランドの浸透を図り、新市場を開拓し顧客基盤を広げてまいります。 

このように、「グローバル70」の戦略を推し進め、受注・売上、収益の拡大を図り、成長戦略を進め

てまいります。 

以上により、次期の連結決算の業績予想につきましては、下表のとおりであります。 

 
業績予想の前提となる為替レートは、１ドル＝99円、１ユーロ＝127円を前提としております。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

資産は、前連結会計年度末に比べ15億98百万円減少し、1,653億50百万円となりました。主な要因

は、「現金及び預金」の減少86億42百万円、「たな卸資産」の増加29億42百万円、「投資有価証券」の

増加24億24百万円、及び「建設仮勘定」の増加17億85百万円などによるものです。「建設仮勘定」の増

加の主な要因として、本社新工場の建設費用によるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ133億78百万円減少し、582億53百万円となりました。主な要因は、

「支払手形及び買掛金」の減少178億53百万円、「長期借入金」の減少47億44百万円、「１年内返済予

定の長期借入金」の減少25億69百万円、及び「電子記録債務」の増加106億47百万円などによるもので

す。「支払手形及び買掛金」の減少の主な要因として、支払い方法を「電子記録債務」に変更しており

ます。 

純資産は、当期純利益75億93百万円の計上、その他有価証券評価差額金の増加16億80百万円、為替換

算調整勘定の増加28億16百万円などにより、前連結会計年度末に比べ117億79百万円増加し、1,070億97

百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は、62.7％となりました。 

  

連  結

第２四半期累計期間 (前年同期比) 通期 (前期比)

百万円 ％ 百万円 ％

売上高 65,000 △0.4 140,000 4.7

営業利益 4,200 △15.4 13,000 20.2

経常利益 3,700 △18.7 12,000 17.9

当期純利益 2,600 △22.7 9,000 18.5

（２）財政状態に関する分析
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② 連結キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前年同期と比較して87億29百万円減少し、277億89

百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、53億36百万円の収入となりました（前年同期は50億84百万円

の収入）。主な資金の増加項目としては、税金等調整前当期純利益93億61百万円、減価償却費42億73百

万円であります。一方、主な資金の減少項目としては、仕入債務の減少95億70百万円であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、71億81百万円の支出となりました（前年同期は17億12百万円

の支出）。主な資金の減少項目としては、有形固定資産の取得による支出42億25百万円、及び無形固定

資産の取得による支出21億49百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、78億76百万円の支出となりました（前年同期は53億65百万円

の支出）。主な資金の減少項目は、長期借入金の返済による支出73億14百万円であります。  

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 （注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業活動によるキャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるキュッシュ・フロー／利払い 

① 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

② 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

③ 営業活動によるキャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロー

を使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負

債を対象としております。また利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用

しております。 

  

当企業グループは、安定配当を基本とし、企業体質の強化と将来の事業展開に備えるための内部留保

の充実などを総合的に勘案して、株主の皆様へ利益還元していくことを、利益配分に関する基本方針と

しております。 

内部留保資金の使途としては、財務体質の強化および研究開発、設備投資、海外展開、情報システム

の高度化など将来の成長につながる戦略投資に充当したいと考えております。なお、当期の配当につき

ましては、１株当たり５円の期末配当を行う予定であります。また、次期の配当につきましては、基本

方針及び予想利益の達成を勘案し、中間配当、期末配当はともに１株当たり５円とさせて頂く予定であ

ります。  

平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率 54.6 55.5 62.7

時価ベースの自己資本比率 71.6 67.3 69.0

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率

6.0 5.6 4.2

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

6.6 8.3 12.2

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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（１）会社の経営の基本理念、（２）目標とする経営指標、（３）中長期的な会社の経営戦略 

平成24年３月期決算短信（平成24年４月27日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないた

め開示を省略しております。 

 当該決算短信は、次のURLからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

 http://www.okuma.co.jp/ir/statement/index.html 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

 http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html  

  

「１.経営成績」の「（１）経営成績に関する分析」の「②次期の見通し」に記載のとおりでありま

す。 

２．経営方針

（４）会社の対処すべき課題
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３．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,465 29,822

受取手形及び売掛金 ※３ 33,044 ※３ 32,107

たな卸資産 ※１ 41,445 ※１ 44,388

繰延税金資産 2,320 2,603

その他 4,746 4,807

貸倒引当金 △298 △201

流動資産合計 119,724 113,529

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 36,787 36,602

減価償却累計額 △22,439 △22,727

建物及び構築物（純額） 14,347 13,875

機械装置及び運搬具 27,527 26,366

減価償却累計額 △25,129 △24,299

機械装置及び運搬具（純額） 2,398 2,066

土地 7,324 7,409

建設仮勘定 586 2,372

その他 11,564 12,654

減価償却累計額 △10,241 △10,886

その他（純額） 1,322 1,767

有形固定資産合計 25,979 27,491

無形固定資産

ソフトウエア 2,430 3,039

その他 69 66

無形固定資産合計 2,500 3,105

投資その他の資産

投資有価証券 15,399 17,823

長期貸付金 114 196

繰延税金資産 48 36

その他 3,192 3,176

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 18,745 21,224

固定資産合計 47,225 51,821

資産合計 166,949 165,350
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３ 28,690 ※３ 10,837

電子記録債務 － 10,647

短期借入金 123 1,409

1年内返済予定の長期借入金 7,314 4,744

未払金 4,195 3,740

未払法人税等 595 912

繰延税金負債 102 64

賞与引当金 2,082 2,023

役員賞与引当金 113 91

製品保証引当金 307 268

その他 3,382 3,110

流動負債合計 46,907 37,849

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,926 6,182

繰延税金負債 2,450 2,830

退職給付引当金 947 831

役員退職慰労引当金 103 98

負ののれん 3 1

その他 292 459

固定負債合計 24,724 20,403

負債合計 71,631 58,253

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,672 41,672

利益剰余金 42,337 48,952

自己株式 △3,250 △3,254

株主資本合計 98,759 105,370

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,133 2,814

為替換算調整勘定 △7,288 △4,472

その他の包括利益累計額合計 △6,155 △1,658

少数株主持分 2,713 3,384

純資産合計 95,318 107,097

負債純資産合計 166,949 165,350
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 140,566 133,774

売上原価 102,328 96,599

売上総利益 38,238 37,175

販売費及び一般管理費 ※１ 26,913 ※１ 26,358

営業利益 11,325 10,816

営業外収益

受取利息 131 104

受取配当金 237 263

負ののれん償却額 101 2

受取地代家賃 166 142

その他 255 397

営業外収益合計 892 911

営業外費用

支払利息 595 425

借入手数料 339 293

為替差損 627 322

その他 458 511

営業外費用合計 2,022 1,553

経常利益 10,195 10,175

特別損失

投資有価証券評価損 － 132

固定資産廃棄損 － ※３ 314

臨時損失 － ※４ 223

災害による損失 ※２ 95 －

その他 － ※３ 143

特別損失合計 95 814

税金等調整前当期純利益 10,100 9,361

法人税、住民税及び事業税 1,647 1,807

法人税等調整額 △313 △393

法人税等合計 1,334 1,414

少数株主損益調整前当期純利益 8,765 7,946

少数株主利益 428 353

当期純利益 8,337 7,593
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連結包括利益計算書
（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 8,765 7,946

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 185 1,627

為替換算調整勘定 △641 3,251

持分法適用会社に対する持分相当額 0 43

その他の包括利益合計 △455 4,922

包括利益 8,310 12,869

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,947 12,197

少数株主に係る包括利益 362 672
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（３）連結株主資本等変動計算書
（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 18,000 18,000

当期末残高 18,000 18,000

資本剰余金

当期首残高 41,673 41,672

当期変動額

自己株式の処分 △0 －

当期変動額合計 △0 －

当期末残高 41,672 41,672

利益剰余金

当期首残高 34,392 42,337

連結範囲の変動 428 665

当期変動額

剰余金の配当 △821 △1,643

当期純利益 8,337 7,593

当期変動額合計 7,515 5,949

当期末残高 42,337 48,952

自己株式

当期首残高 △3,242 △3,250

当期変動額

自己株式の取得 △8 △3

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 △8 △3

当期末残高 △3,250 △3,254

株主資本合計

当期首残高 90,823 98,759

連結範囲の変動 428 665

当期変動額

剰余金の配当 △821 △1,643

当期純利益 8,337 7,593

自己株式の取得 △8 △3

自己株式の処分 0 －

当期変動額合計 7,507 5,945

当期末残高 98,759 105,370
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 946 1,133

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

187 1,680

当期変動額合計 187 1,680

当期末残高 1,133 2,814

為替換算調整勘定

当期首残高 △6,520 △7,288

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△768 2,816

当期変動額合計 △768 2,816

当期末残高 △7,288 △4,472

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △5,574 △6,155

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△580 4,497

当期変動額合計 △580 4,497

当期末残高 △6,155 △1,658

少数株主持分

当期首残高 2,351 2,713

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 361 671

当期変動額合計 361 671

当期末残高 2,713 3,384

純資産合計

当期首残高 87,600 95,318

連結範囲の変動 428 665

当期変動額

剰余金の配当 △821 △1,643

当期純利益 8,337 7,593

自己株式の取得 △8 △3

自己株式の処分 0 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △219 5,168

当期変動額合計 7,288 11,114

当期末残高 95,318 107,097
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 10,100 9,361

減価償却費 4,419 4,273

負ののれん償却額 △101 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △224 △118

賞与引当金の増減額（△は減少） 846 △92

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 94 △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） △428 245

受取利息及び受取配当金 △369 △368

支払利息 595 425

為替差損益（△は益） 947 172

持分法による投資損益（△は益） 1 △42

投資有価証券評価損益（△は益） － 132

固定資産廃棄損 － 314

売上債権の増減額（△は増加） △5,976 3,424

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,385 32

仕入債務の増減額（△は減少） 6,008 △9,570

その他 △451 △1,400

小計 7,077 6,761

利息及び配当金の受取額 399 399

利息の支払額 △611 △436

法人税等の支払額 △1,814 △1,428

法人税等の還付額 32 39

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,084 5,336

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △299 －

有価証券の売却による収入 299 －

定期預金の純増減額（△は増加） 1,180 △57

有形固定資産の取得による支出 △1,070 △4,225

有形固定資産の売却による収入 0 29

無形固定資産の取得による支出 △1,640 △2,149

投資有価証券の取得による支出 △170 △184

投資有価証券の売却による収入 100 51

その他 △112 △646

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,712 △7,181
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5 1,129

長期借入れによる収入 7 －

長期借入金の返済による支出 △9,514 △7,314

社債の発行による収入 5,000 －

リース債務の返済による支出 △21 △43

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △8 △3

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

配当金の支払額 △821 △1,643

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,365 △7,876

現金及び現金同等物に係る換算差額 △858 473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,851 △9,247

現金及び現金同等物の期首残高 39,053 36,519

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 317 517

現金及び現金同等物の期末残高 36,519 27,789
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該当事項はありません。 

  

連結の範囲に関する事項 

前連結会計年度において非連結子会社であったOkuma Techno (Thailand) Ltd.は、重要性が増した

ことにより当連結会計年度より連結の範囲に含めております。 

  

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

なお、これによる当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響

は軽微であります。 

  

  

※１  たな卸資産の内訳 

  

 
  

 ２  受取手形裏書譲渡高 

  

 
  

※３ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結

会計年度末残高に含まれております。 

  

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

(会計方針の変更)

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

商品及び製品 14,824百万円 18,396百万円

仕掛品 20,534  〃 19,617  〃

原材料及び貯蔵品 6,086  〃 6,374  〃

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

受取手形裏書譲渡高 148百万円 31百万円

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

受取手形 29百万円 115百万円

支払手形 211  〃 171  〃
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※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 
  

※２ 東日本大震災復旧支援費であります。 

  

※３ 本社工場再構築費用であります。 

  

※４ 連結子会社Okuma America Corporationの給付対象者のうち、既退職者でかつ年金未受給者に限定し

た年金バイアウト実施による未認識退職給付債務の一括償却額であります。 

  

  

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。 

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

運賃荷造費 7,043百万円 6,211百万円

販売諸掛 3,032 〃 3,018 〃

報酬、給料及び手当 6,953 〃 7,337 〃

福利費及び退職年金 935 〃 1,023 〃

旅費通信費 1,440 〃 1,498 〃

研究開発費 992 〃 875 〃

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金 38,465百万円 29,822百万円

預入期間が３か月を超える定期預金等 △1,946  〃 △2,033  〃

現金及び現金同等物 36,519百万円 27,789百万円
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１ 報告セグメントの概要 

当企業グループの報告セグメントは、当企業グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、執行役員会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当企業グループは、工作機械の製造・販売業を展開しており、国内においては当社及び連結子会社が、

海外においては各地域の現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位

であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当企業グループは、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されてお

り、「日本」、「米州」、「欧州」及び「アジア・パシフィック」の４つを報告セグメントとしておりま

す。 
  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、最近の有価証券報告書（平成24年６月28日提

出）における「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」の記載と同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業損益であります。セグメント間の取引は会社間の取引であり、市場価

格等に基づいております。 

(セグメント情報等)

(セグメント情報)
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日)                   

（単位：百万円）

 
 （注）１. 調整額は以下のとおりであります。  
    （１）セグメント利益の調整額△823百万円は、未実現利益の消去他であります。 
    （２）セグメント資産の調整額△34,830百万円は、セグメント間の消去であります。 
    （３）減価償却費の調整額△51百万円は、未実現利益の消去であります。 
    ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

当連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日)                  

（単位：百万円）

 
 （注）１. 調整額は以下のとおりであります。  
    （１）セグメント損益の調整額△393百万円は、未実現利益の消去他であります。 
    （２）セグメント資産の調整額△36,639百万円は、セグメント間の消去であります。 
    （３）減価償却費の調整額△42百万円は、未実現利益の消去であります。 
    ２．セグメント損益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

報告セグメント
調整額
（注）１

連結  
財務諸表 
計上額
（注）２日本 米州 欧州

アジア・パ
シフィック

計

 売上高

(1) 外部顧客への売上高 77,057 34,609 18,074 10,825 140,566 ― 140,566

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

46,415 80 137 5,228 51,862 △51,862 ―

計 123,472 34,689 18,211 16,054 192,428 △51,862 140,566

セグメント利益 8,118 2,847 130 1,051 12,148 △823 11,325

セグメント資産 152,405 24,330 13,957 11,087 201,780 △34,830 166,949

その他の項目

    減価償却費 3,764 176 72 159 4,174 △51 4,122

     持分法適用会社への投資額 2,119 ― ― ― 2,119 ― 2,119

    有形固定資産及び無形固定
    資産の増加額

2,397 55 52 281 2,787 ― 2,787

報告セグメント
調整額
（注）１

連結  
財務諸表 
計上額
（注）２日本 米州 欧州

アジア・パ
シフィック

計

 売上高

(1) 外部顧客への売上高 70,434 36,236 16,967 10,135 133,774 ― 133,774

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

45,969 87 171 7,842 54,069 △54,069 ―

計 116,403 36,324 17,138 17,977 187,843 △54,069 133,774

セグメント損益 7,991 1,785 △2 1,435 11,210 △393 10,816

セグメント資産 144,666 26,665 16,003 14,655 201,990 △36,639 165,350

その他の項目

    減価償却費 3,400 206 72 337 4,017 △42 3,974

     持分法適用会社への投資額 2,175 ― ― ― 2,175 ― 2,175

    有形固定資産及び無形固定
    資産の増加額

5,749 237 47 96 6,131 ― 6,131
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(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 563.96円 631.63円

１株当たり当期純利益金額 50.77円 46.24円

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

  当期純利益(百万円) 8,337 7,593 

  普通株主に帰属しない金額(百万円) ―  ― 

  普通株式に係る当期純利益(百万円) 8,337 7,593 

  普通株式の期中平均株式数(千株) 164,210 164,202 

前連結会計年度末
(平成24年３月31日)

当連結会計年度末
(平成25年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 95,318  107,097

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)   2,713  3,384

(うち少数株主持分(百万円)) (2,713) (3,384)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 92,604  103,712  

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

164,205   164,198  

(重要な後発事象)
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(注) 受注高、受注残高には消費税等は含まれておりません。 

  

 
(注) 売上高には消費税等は含まれておりません。 

  

  

 
  

  

４．その他

（１）受注及び販売の状況

① 受注状況

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＮＣ旋盤 41,981 13,877 34,453 9,091

マシニングセンタ 60,094 19,119 56,233 15,517

複合加工機 29,108 5,298 27,894 4,675

ＮＣ研削盤 3,002 1,234 2,270 805

その他 2,872 1,001 2,957 476

合計 137,060 40,531 123,810 30,567

② 販売実績

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 構成比(％) 売上高 構成比(％)

ＮＣ旋盤 38,797 27.6 39,238 29.4

マシニングセンタ 64,365 45.8 59,836 44.7

複合加工機 30,837 21.9 28,517 21.3

ＮＣ研削盤 3,349 2.4 2,699 2.0

その他 3,217 2.3 3,482 2.6

合計 140,566 100.0 133,774 100.0

（２）海外売上高

前連結会計年度(自平成23年４月１日 至平成24年３月31日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 35,810 18,514 33,684 88,008

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 140,566

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

25.5 13.2 23.9 62.6

当連結会計年度(自平成24年４月１日 至平成25年３月31日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 36,881 18,013 30,024 84,919

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 133,774

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

27.6 13.5 22.4 63.5
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（3） 役員の異動（平成２５年６月２７日付の予定） 

 

１． 新任監査役候補 

                 さ っ さ   か ず お 

   監 査 役   佐 々  和 夫  （現 株式会社 三菱東京ＵＦＪ銀行 顧問） 

 

 

 

２． 退任予定監査役 
                 にしがき     さ と る 

   監 査 役   西 垣   覚 

 

                                       以 上 
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